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ラ ッ ト脳 polysome に よ る tllbulin の in　vitro

生合成
一

脳 の 発育に関連 して一

佐藤　実 （秋 田 大 ・医 ・第 二 生理 ）， 高橋康夫 （新

潟大 。脳研 ・神経薬理）

∬昂 vitro 　biosynthesis　Qf　tubulin　by 　tota ヱ
，　flee

and 　 lnembrane −bound 　polysomes 　fzem 　deve1−

oping 　brain

MINORu 　 SATO ，　 YASUO 　 TAKAHASHI

　 脳 の 細 胞体，axon や dendriteの 様 な空起体 に

tubulin が 多量 に含 まれ て い る。脳 の 発 育過程 で の

tubulin の 無 細 胞系生合成 に つ い て Total　Ix）lysome

に よ る tubulin の 合成比活性及 び Free 型 poly −

some と Bound 型 lxコlysome の 間 で の tubulin

合成 の 比較 とい う2 つ の 実験を行な っ た 。 材料 は ラ

ッ トの 脳 で New 　bQm （1 〜2 日），　 Young （10日），

Adu ！t （2 〜3 ヵ 月） の 3 齢 を 使 っ た 。 脳 を Su・

crose −Tris−HCI　buffer （pll　7．6）で ホ モ ゲ ナ イ ズ

し， Total　 polysome ，　 Free 型 polysome 及 び

Bound 型 polysome を調製 した 。 3 齢 か ら調製 し

た 各 polysome の 純度 は UV 吸収比や RNA ：蛋

白比 の 値か ら高 く，且つ polysome パ ター
ン 分析

か らい ずれ に も PSlysome 部分が 多量 に 含 ま れ る標

本 が 得 られた 。蛋白合成反応後，合成 され た tubu ・

工in を assembly −
｛1巳 asse 皿 bly の 方法で 精製した

後， 更に SDS 電気泳動 に か け て 精製 した 。　 Total

polysome に よ る tubulin の 合成比活性 を 調 べ た実

験結果は ， New 　born 由来 の 上清蛋白 を 捐 い て 行

な っ た 実験群 に つ い て ， total　protein分画 へ の 取

り込 み 活性 は New 　born，　 Young ，　Adult の 順 に

齢を経 る に つ れ て 減少 し て くる。こ れ ら の 結果 は ど

の 齢由来 の 上清蛋白を用 い た実験群で も同 じで あっ

た Qtubul 三n 合成酒性 を Free 型 と BOu ロd 型 の 間 で

ダ ブ ル ラ ベ ル の 方法で 比較 した結果 は ，New 　bom ，
Young 、　 Adult い ずれ の 齢 に お い て も両型 poly −

some 間 に 殆 ど差 は な く同 じで あ っ た。以上 の 結果

か ら．出生後． ラ ッ トの 脳 に お け る tublin の 合成

活 性 は 次第 に 減少 して くる ，し か し，Free 型 PQly −

some と Boung 型 polysome の 間 で は ほ ぼ同 じ

で あ る とい え る だ ろ う。

ウチ ム ラ サキ （Saxid．omus 　pur ρuratttS ）の ヘ マ グ

ル チ ＝ ン の 生 化学的性状 （］）

藤永富美恵，井上 勤 （東京学芸大 ・生物），向 田政

博 （東大 ・法 医 ）

Biochemical 　ploperties　of 　the　hemaglutinin
hom 　Saxidomus　purpara ‘us

FUMIE 　FuJINAGA
，
　 TSUTOMu 　INOUE ．　MASAHI ．

RO 　 MUKAIDA

　軟体動物斧足類 の うち数種 の 体液中 に は，異種動

物 の 血 球 を凝集す る自然凝集素が 存在す る 。 我 々 は

先 に ．ウ チ ム ラ サ キ （Saxidemu ・　pu ・Pu ・ atus ＞の 体

液中に あるヘ
マ グ ル チ ニ ソ が ，ヒ ト赤 血 球 A 型を 特

異的に 凝集す る 抗 A 凝集素 で ある こ と を発見 し，ア

フ ！
ニ テ ィ

ーク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーを用 い て ウ チ ム ラ

サ キ ヘ マ グ ル チ ＝ ン （以下 SHA とす る）を精製 し

た 。 今回 ・我 々 は ，精製 SHA に 多分子型 が 存在す

る こ とを見出 し た の で．こ れ らの 知見 を 報告す る 。

　精製 SHA は．10％ の デ ィ ス ク 電気泳動後，ク マ

ジ ーで染色され る 数本 の バ ン ドに 分画 され る 。 こ の

うち主 要バ ソ ドを移動度 の 大 きい もの か らバ ン ド 1
バ ソ ド llと名 づ け る と．両者 とも へ V グ ル チ ＝ ソ 活

性 が あ っ た 。 こ の 精製 SHA を Sephadex 　G＿200

（2．5x40 ）で 溶出させ る と 152ml で 最大 と な る 単
一

同峰 の パ タ ーン を形成 した。Andrews らの 方法

に 従 っ て ，native な SHA の 分子量 を 測 定 し た と

こ ろ．約 30，　OOOで あ っ た 。ま た 精製 SIIA を，　Hed・

rick　 and 　 Smith 法 に よ っ て デ ィ ス ク泳 動 し，
Ferguson プ ロ ッ トか らバ ソ ド 1 と バ ソ ド 皿 の 分

子量 を 調 べ た と こ ろ ．両 者 と も，分子量約30，000で
あ り，Sephadex 　G −200 で 得 られた 分 子 量 と一致 し

た。こ の 精製 SHA を，ゲ ル 等電点分画法 に よ っ て

分離す る と．等電点 の 異な る 数本 の SHA に 分画 さ

れた 。 さ らに 精製 SHA を SDS 電気泳動法で 泳動

す る と分子量 14，800の 単
一バ ソ ドを 形成 した 。

　以上 の 結果 か らSHA は 分子量約 30，000 の charge

lsomer 型 の 多分子型 として 存在 し，分子量 15，000
の subunit か ら成 る二 量体 で あ る こ とが 明 らか と

な っ た。
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